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誘導モータからＩＰＭモータへの交換実績写真・抜粋 
＜都内・大手病院の空調機ファンモータに適用＞ 

 

誘導モータ 30ｋＷ→ＩＰＭモータ 22ｋＷ 誘導モータ 30ｋＷ→ＩＰＭモータ 15ｋＷ 

誘導モータ 7.5ｋＷ→ＩＰＭモータ 7.5ｋＷ 誘導モータ 5.5ｋＷ→ＩＰＭモータ 5.5ｋＷ 

誘導モータ 15ｋＷ→ＩＰＭモータ 15ｋＷ 誘導モータ 5.5ｋＷ→ＩＰＭモータ 5.5ｋＷ 
主な仕様   
○誘導モータ  3φ200V  50Hz （モータ回転数 約 1,450 rpm） 
○IPMモータ   3φ200V 90Hz   （モータ回転数 約 1,800 rpm） 



・IPMモータの運転方法 
  

電  源   →       ドライブユニット  →  IPMモータ 

  3φ 200V／400V 50／60Hz         可変速運転 
 
・IPMモータの効率 カタログ表示値 
＜総合率比較例＞                                  ％ 

項目 5.5kW 7.5kW 11 kW 15 kW 18.5 kW 
誘導モータ 82 82 85 85 85 
IPMモータ 91 92 92 92 92 

差 9 10 7 7 7 
 
 
 
・ファンの比例法則 
   Ｎ1＝現状   Ｎ2＝回転数変化後 とします 
 
○ 風量 Q    Q1＝現状  Q2＝回転数変化後 

Q2＝（Ｎ2／Ｎ1）×Q1

 
○ 圧力 P    P1＝現状   P2＝回転数変化後 

P2＝（Ｎ2／Ｎ1）×P1

 
○ 動力 W   W1＝現状   W2＝回転数変化後 

W2＝（Ｎ2／Ｎ1）×W1

 
＜回転数変化例＞ 

項目 現状 回転数変化 
風量 m3/h 10,000 8,000 7,000 6,000 
圧力 Pa 2,000 1,280 980 720 
動力 kW 11 5.6 3.7 2.4 

 
・応用例 
○室内の炭酸ガス濃度やダクトの圧力を検知してモータの回転数を変化させ、省エネ運転を実施す

る方法が一般的です。 


